
茨城県日立市十王町友部
医療法人

日立北デンタルクリニック

開院以来15年
描いてきた成長曲線
　日立市北部に位置するJR常磐線の
十王駅から徒歩2分、黒を基調にした
モダンな建物が一際目を引く。2004年
に開院して以来15年。増改築を重ねて
きた建屋に象徴されるように、「日立北
デンタルクリニック」は着実に成長曲線
を描いてきた。日々たくさんの患者さん
が訪れ、スタッフは歯科医師3名を筆
頭に総勢12名の大所帯。ユニット3台
から始まった診察室は8台に増えた。
　成功の秘訣について、院長の久保田
滋先生に伺うと、「う～ん」と首をかしげ

考え込んだ。
　「特別なことは、何もしていないんですよ」
　話を聞き進めていくと、この久保田先
生の返答には、深い意味が込められて
いたことを知ることとなった。

4代続く歯科医師一家に育ち
地元で開業
　久保田先生は、曾祖父から代々歯科
に勤しむ歯科医師一家に生まれた4代
目。奥羽大学を卒業後、大学院で研究
を続け、その後、都内で2年間勤務医と
して研鑽を積んだ。北茨城市で開業し
ていた父は元気に活躍していたこともあ

り、父とは別に近隣の日立市に開業す
ることにした。
　「日立北デンタルクリニック」が建つ
十王エリアは、住宅地の開発が進めら
れ、日立市郊外のベッドタウンとしても
人気を集めている。患者さんは30代～
40代の子育て世代のお母さんやその子
どもなど、ファミリー層が多い。
　久保田先生と同世代の患者さんも多
く、「健康面での共通の悩みを分かち合
うこともでき、同世代の歯科医師が診療
するメリットは大きい」と、診療への好
影響を実感している。

すべての起点は“患者さん目線”
　「日立北デンタルクリニック」の診療
方針は、極めてシンプル。
　『自分が患者になったときに、してほし
くないことはしない』
　つまり、常に“患者さん目線”を外さな

開院以来“患者さん目線”のブレない姿勢を貫いてきた「日立北デンタルクリニック」。
決して奇をてらわず、自然体の診療が多くの支持を集める。

歯科医院の成功の秘訣は
脈 と々受け継ぐ『昭和の歯科医師魂』

院長　久保田 滋 先生

院内左手に位置する診療スペースの最奥には、マッサージ機能
を備えたルアーナが設置されている。パーテーションで仕切られ
ており、落ち着いた空間となっている。

稼働しているユニットはすべてジーシーの製品。
中でも最新機種のイオム アクアは、患者さんが
口にする水にまで配慮がなされているところが
大変気に入っているという。
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いということだ。それは医院の設計にも貫
かれており、たとえば診療ブースはひとつ
のエリアにまとめて配置するのではなく、
複数の部屋にわたって設けられている。
術者目線で見ると、ユニットが一列に並
んでいるような診療室のほうが都合が良
い。一人の歯科医師が、同時に何人も
の患者さんの診療を行いやすいからだ。
しかし久保田先生は、診療ごとにそれ
ぞれの部屋に歯科医師が足を運んで
患者さんに接することで、より親身に向
き合えるのではと考えて、現状のような
院内レイアウトになっているのだという。
　ただ、こういったレイアウトでは当然だが
診療の効率は下がり、多くの患者さんを
診療するためには、複数の歯科医師を確
保しなければならない。そのため開院当

初から歯科医師を雇った。その努力は今、
実を結んでいる。「日立北デンタルクリニッ
ク」では、多くの歯科医師が育ち、若い人
材が集まる活気ある医院へと成長した。

“パートナー”と二人三脚で
　開院以来、頼りにしてきたのがジーシ
ーの担当者だという。久保田先生は「機
器はもちろん、材料のことまで聞ける。懐
が深く、大変助かっている」と存在の大き
さを強調。また、ユニット8台が稼働してい
る状況下で、機器の故障などで診療に
支障を来す事態は避けたいという思いが
強く、メンテナンスを特に重要視している。
　「担当者には、フットワーク良く対応し
てもらっていますよ」と、日々の対応の評
価も高い。まさに15年間、二人三脚で

歩んできた“パートナー”だ。

令和の時代に継承する
『昭和の歯科医魂』
　前述の「特別なことは何もしていな
い」の後、久保田先生はこんな言葉を
紡いだ。
　「昭和の歯科医師ですよ」
　どれだけ、最新の医療機器を揃え、
診療技術を向上させても、変わらないも
のがある。それは『昭和の歯科医師魂』
だという。4代にわたって培われてきた
のは、患者さんの声に真摯に耳を傾け、
愚直に向き合うこと。時代は昭和から
平成、令和と流れても、不変の魂を継
承し、地域の歯科医療に邁進する。そ
の姿勢こそが、成功の秘訣なのだろう。

トイレ
トイレ

待合室

ス
ロ
ー
プ

X線室キッズ
コーナー

診療室3

診療室2診療室1

診療室4

診療室5

診療室8

診療室6

診療室7

技工室

消毒室

受付

玄関

増築部

車椅子用
出入口

「日立北デンタルクリニック」平面図

床面積約〓〓〓m2（〓〓坪）

セファロ撮影ができるX線撮影装置を求め
て、X線室にはプロマックス3Dを導入した。

ファミリー層が来院しやすいように、キッズ
コーナーを完備。大きなガラス窓は車椅子
用の出入り口でもあり、外のスロープから
そのまま院内に入れるようになっている。

受付側と院内右手側をつないでいる
スペース。余裕を持たせた作りで、行
き交うのに十分な動線と、開放的な診
療室を両立させている。

受付とそれに連なる待合室。
待合室があるエリアは増築
したところで、「患者さんに
少しでも居心地のいい空間
を」との久保田先生の想い
から、開業時にはかなわな
かった吹き抜けの構造にな
っている。

久保田先生ら3名（うち非常勤1名）の歯科医師と、多くの医院スタッフ
からなる「日立北デンタルクリニック」。スタッフの笑顔が、明るく安心
できる雰囲気を醸し出している。
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